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研究成果の概要（和文）：(1)異文化接触場面に焦点をおき，英語母語話者と英語学習者によるマルチモーダル
課題達成対話（10組）を構築した。(2)認知言語学的視点から，グラウンディング（相手をお互いに理解する過
程）に注目して，英語母語話者と英語学習者の情報の提示方法の違いを明らかにした。(3)ジェスチャーの同期
傾向について取り上げ，話し手が聞き手に志向して，調整をしながら課題を進めていることを明らかにした。
(4)会話分析的視点から，課題達成対話における中断や断絶からの修復に関して，その特徴を示した。

研究成果の概要（英文）：(1)This research project focused on intercultural contact situations, and 
constructed multi-modal task based dialogues by 10 pairs of English native speakers and English 
learners (about 10 hours). (2) From the viewpoint of cognitive linguistics, we focused on grounding 
(the process of understanding each other), and clarified differences in ways of presenting 
information between English native speakers and English learners.(3) We discussed synchronized 
gestures, and clarified that the speaker was very much  conscious of the listener, and was trying to
 establish mutual understanding while making adjustments. (4) From a conversational analysis point 
of view, the research presented characteristics of interruption and repairs from discontinuation in 
this task-based dialogue.

研究分野：コミュニケーション学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

異文化接触場面とは，言語と文化を異にする
個人と個人がコミュニケーションを行う場
面をいう（尾崎 1998）。ESL（第二言語とし
ての英語）の研究においては，相当の蓄積の
あるテーマだが，EFL（外国語としての英語）
の場面ではデータ収集が容易でないため，会
話分析的，言語学的に，明らかになっている
事実はまだ少ない。 
 

２．研究の目的 

(1) 異文化接触場面に焦点を置き，英語母
語話者と英語学習者のペアによる課題遂行
対話を構築する。 
(2) 対話に関わる様々な視点から，言語的
に熟達している英語母語話者と学習過程に
ある英語学習者（つまり，非対称の関係にあ
るペア）が，課題を円滑に遂行するために修
復，割り込み，調整などを通して，どのよう
に対話を進めるかを明らかにする。  
(3) 対話を円滑に行う意図が対話参与者ら
にない場合，もしくは，協調的に対話を進め
る意図が対話参与者らにない場合に，対話が
どのように展開するのかを，ターン・テイキ
ング，視線，語彙の選択から明らかにする。 
 

３．研究の方法 

(1) コミュニケ―ションを円滑に進めるた
めに，どのように対話の参与者らが共通の理
解に達し，グラウンディングを成立させるか
に注目する（例：対話中断の原因特定方略，
調整行為など）。 
(2) コミュニケーションを支える一つの手
段として使用されるジェスチャーの役割に
ついて観察する。 
(3) 協調的な対話でない場合の，ターン・
テイキング，沈黙，オーバーラップなどから
観察される対話の構造に注目する。 
 
これらの前準備として，異文化接触場面にお
ける課題遂行対話の収録，収録データの文字
化を行い，課題遂行対話コーパスを構築した。
調査対象者は，英語母語話者と英語学習者の
ペア 10 組である。英語母語話者は大学の英
語教員，英語学習者は英語を専攻とする大学
生（中級：TOEIC 600 点前後，上級：TOEIC 900
点前後）で，各ペアは顔見知りである。タス
クには，ブロックを 積む「レゴタスク」
(Clark & Krych 2004)を課した。 
 
図１ 課題写真例 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

この課題は，英語母語話者による写真の説明
に従って， 英語学習者がレゴブロックを積
むというものである。収録時間は合計で約 10
時間である。これらの収録データを，
Shegloff の TRANSCRIPTION MODULE
（http://www.sscnet.ucla.edu/soc/facult
y/schegloff/TranscriptionProject/index.
html）を参考に，文字化した。 その後，上
記の目的に応じた分析をグラウンディング
の観点から行った。 
 
４．研究成果 
協調的な対話の場合： 
(1) 対話が中断する原因 
1. 英語学習者が聞き間違える（青のブロッ

クと英語母語話者が言っているのに，赤
のブロックを手に取る）。 

2. 英語学習者が単語の意味を知らない
（vertical, horizontal, 
perpendicular）。 

3. 英語母語話者の説明が間違っている（色
を間違えて伝える）。 

4. 英語母語話者の情報提供が不十分である
（英語母語話者が右か左か言わず，英語
学習者も聞き返さない）。 

5. 英語学習者がブロックの置き方を間違え
ていて，物理的にブロックを置く場所が
ない。 

6. 英語学習者も英語母語話者も出来ている
と思っていたら，確認作業で，偶然，お
互いに間違いに気づく。 

 
(2) 対話中断の原因特定の方略とその表現
方法 
1. 英語母語話者と英語学習者が，お互いの

状況を説明して，差異を見つけ出し，そ
の部分を回復する。 

2. 原因の特定ができない場合，最初からや
り直す（okay, I'll start over, yeah?） 

3. 英語母語話者が，明示的になにが問題な
のかを尋ねる(What was your question?)。 

4. 英語学習者に誤りに気付かせるために，
英語母語話者は英語学習者の認識を変化
させるためのやり取りを開始する（No, 
no のような明示的な発話や You know, 
yes but などの配慮を伴った丁寧な言葉
使いで，説明を開始する）。 

 
(3) 調整行為 
1. 英語母語話者は，oh, sorry, などの言葉

とともにすぐに対話の修復を開始する。 
2. 英語学習者は，自分の分かる表現でしか

説明できないので，その英語学習者の言
語使用が英語母語話者に調整を促す（英
語母語話者が英語学習者に合わせていく
という形で調整がおこなわれる）（例：
右・左の代わりに，ドア側，窓側，縦・
横の代わりに南北・東西）。 

 
では，具体的にどのような発話行動がなされ



たのであろうか。以下の例１で，上記の対話
の中断，対話の中断の特定，調整行為を確認
したい。以下は，絶対的な方向を示す「ドア」
と「窓」という単語を使って英語学習者と英
語母語話者が青色のブロックを置く位置を
確認している場面である。なお，NES は英語
母語話者，JEL は英語学習者を示す。 
 
(例１) [ブロックを置く位置（右か左か）に
関して] 
 
64 NES: And back hole is covered with the 
blue one on the right? ← トラブル源 
65 JEL: Yeah. 
66 NES: Red on the left. ← トラブル源 
67 JEL: Yeah, sorry, sorry, my side…blue 
is…in my…my right? ← 聞き返し 
68 NES: Yeah, yeah 
69 JEL: Your…in your 
70 NES: She blue is on the right but it’s 
your end of the yellow one 
71 JEL: Blue is ←聞き返し 
72 NES: Covered two holes 
73 JEL: Window?  ← 聞き返し 
74 NES: Door 
75 JEL: Door? 
76 NES: Yeah, the blue one is on the door 
side 
77 JEL: And red is window side 
78 NES: Yeah 
79 JEL: Ok, ok 
 
発話番号 67 で英語学習者は自分から見て右
なのか，母語話者から見て右なのかを確認し
ようとしている。しかし，英語母語話者が自
分の説明に問題があったことに気づいてい
ないため，70 ではどちら側の右かを明示する
ことはなく，代わりに別の情報を加えている。
さらに，71 では英語学習者の言い差しを英語
母語話者が引き取り，英語学習者が求めてい
るのとは異なる情報を追加している。ところ
が，73 Window?で，英語学習者が相対的な指
標ではなく絶対的な指標による調整を行う
と，この調整が英語母語話者の発話の変更 
(75 の Door)を促している。ここで重要なこ
とは，73のwindowという聞き返しによって，
なにが問題であったのかが英語母語話者に
理解されたという点である。つまりここで，
問題が特定される。そして，74 から調整行為
が始まり，79 の受諾で対話の修復が完了する。
まとめると，グラウンディングの成立までの
過程は，欠けている情報がなにであるかを共
有するための探索を通した，問題特定のため
の試行（73 まで）と，問題の解決を示す 74
の door，そして英語学習者の受諾（79 Ok, ok）
で構成されていることが分かる。 
 
 (4) ジェスチャーの同期 
1. 英語学習者は，言語よりも非言語情報を

有効活用し，作業に利用しているだけで

なく，更に相手のジェスチャーをまねる
ことによって，自分の理解を強化する 
(Holler and Wilkin, 2011)。 

2. 英語母語話者は英語学習者に対して，よ
り大きい動作を用いる。また，英語学習
者も理解していることを示すために，必
要以上にジェスチャーを使用する。 

 
以下の例２は，英語母語話者がブロックの向
きについて説明している場面である。なお，
個人情報保護の観点から，個人が特定される
ことがないように図は加工した。左側の黒の
服装の男性が英語学習者，右側の薄い青色の
服装の男性が英語を母語とする教員である。 
［ ］は発話の重複，[  ]はジェスチャーの
説明である。 
 
（例２） 
4 NES: not long this w[ay],  
5 JEL:                [okay] 
[NES points to his left and right side 
twice.]  
図２［NES が両手の親指を外に向けて，指さ
している場面］ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
6 NES: long th[is way],  
7 JEL:        [this way] okay 
[NES points to himself 3 times] 
[JEL puts his hands together & directs NES] 
8 NES: right? So, it’s like a green, 
yellow, green. Okay? 
 
図３［NES が両手の親指で自分を指し，JEL
が両手を合わせて，NES に向けている場面］ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
発話番号４で NESは図２にあるように両手の
親指を外に向けて，not long this way と発
言して，「左右に長くブロックを置かない」
ように指示する。次に図３にあるように，NES
は long this way と発言して自身を両親指で
指す。この動作に伴い，ほぼ同時に JEL が両
手を合わせて，NES の方向を指す。ここで重
要なのは，発話４，発話６で，指示対象が異
なるにもかかわらず，指示詞の this を NES



が使用していることである。つまり，NES は
this で指している方向が，JEL に認識されて
いると信じていることになる。しかし，JEL
は this の指示対象があいまいであるため，
言葉だけでなく，ジェスチャーも利用して，
ブロックの方向が縦向きであることを NESに
示している。このことにより，JEL は this の
方向が正しく理解できていることを，ジェス
チャーでもって強化している。そして，両者
は，互いに積極的に対話に貢献することで，
共有理解に達している。このように，協調的
な対話では，発話参与者らの積極的な，対話
への貢献が観察される。では，協調的でない
対話の場合，対話はどのような構造になって
いるだろうか。 
 
協調的でない対話の場合： 
(1)  課題が成功しない原因 
1. 英語母語話者は英語学習者から質問が

出ないように，ポーズを置かずに話し続
ける。 

2. 英語学習者は，分からないことがあって
も質問しない。 

3. 英語母語話者は英語学習者と視線をあ
わそうとしない。 

4. 英語学習者は，相手の発話内容が分かっ
ていなくても，umm hum と相槌を打つた
め(Brennan 1998, 2014)，英語母語話者
は英語学習者が理解をしていると勘違
いする。 
 

(2)  対話中断の原因特定の方略とその表現
方法 

対話中断の原因特定行為として，英語母語話
者の確認発話(okay?)が観察された。しかし，
実際にそこから対話の修復がなされること
はなかった。 
 
(3)  調整行為 
調整行為も確認できなかった。 
 
(4) 修復されない対話の構造 
例３は，課題が成功しない原因の一つとして
挙げられるポーズに関する場面ある。なお，
(  )は沈黙の時間（秒），<   >はジェスチャ
ーを示す。 
 
（例３） 
34 NES: on top of the blue four pin lego 
35 JEL: uh huh 
36 NES: put a, red four pin lego (2)  
(JEL reached red blocks)   

okay and done let’s see (23) 
(JEL didn’t take a red block and brought 
back his hand to a rest position.) 
(JEL moved the blocks to show them to NES.  
NES checked the completed model for 
accuracy with silence.) 
37 NES: alright 
発話 36 で，NES は JEL がまだブロックを置き

終わっていないのにも関わらず，ok done 
let's see と発言し，一方的に課題終了を宣
言している。また，ok と done の間にポーズ
がないことから，英語母語話者は英語学習者
から質問が出ないように，ポーズを置かずに
話し続けていることが分かる。つまり，英語
学習者の割り込みを許さない構造になって
いる (Heritage 1997)。課題終了後も，英語
母語話者はフィードバックを与えることも
なく，alright と 37 で発言し，次の課題にう
つっていることから，協調的な課題遂行にな
っていないことがうかがわれる。 
  
例４は，上記の３（視線をあわせない）の具
体例である。 
 
（例４） 
21 NES: now on top of the green four pin, 

uh eight pin lego, so the bottom green 
lego the train car lego  

22 JEL: uh huh 
23 NES: put a four pin <one-sided gaze by 

JET>  blue lego 
24 JEL: uh huh <small nodding by JET> 
25 NES: the same level as the yellow and 

red  
26 JEL: uh huh  
27 NES: and there is a narrow gap between  
   the yellow <one-sided gaze by JET> and 

the blue so the red the yellow and the 
blue four pins <one- sided gaze by JET> 
are all on top <one-sided gaze by JET> 
of the blue and green eight pins and 
there is a narrow gap between the blue 
and the yellow and the red and the 
yellow <one-sided gaze by NES> 

 
 

JEL は NES の発言が理解困難な時に NES に視
線を送っていた（発話 23, 24, 27）。しかし，
NES は視線をあわせようとはしなかった。結
果，JEL は，NES の指示が理解できないまま
課題を終了している。これは発話が遮られる
ことを避けるよう，対話がデザインされてい
たためと考えられる。 
 
以上，協調的な対話と協調的でない対話の分
析を行った。協調的な対話の場合，課題は相
補的な協調行為によって達成されること，ま
た，英語母語話者は基本的には，英語学習者
の認識を志向することで，グラウンディング
の成立に向けて調整していることが示され
た。協調的でない対話の場合，そもそも，グ
ラウンディングを達成することが目的では
なく，課題を終了させることが目的であるた
め，対話の修復活動は行われないこと，修復
に伴うジェスチャーの使用やアイコンタク
トなどといった非言語行動の使用頻度の低
さも確認された。また，修復されない対話に
は，沈黙，オーバーラップ，質問－応答など



が，特徴的に使用されており，これらが対話
を構造化していることが明らかになった。 
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